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平
成
二
十
六
年
度 

密
教
文
化
研
究
所
だ
よ
り

本
年
度
、
密
教
文
化
研
究
所
で
は
、「
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」「
密

教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」「
密
教
と
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
」
を
事
業

の
柱
と
し
て
、
研
究
所
研
究
員
を
中
核
と
し
た
定
例
研
究
会
の
ほ
か
、
外
部
講
師
を
招
聘
し
て

の
連
続
講
座
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
開
催
し
、
伝
統
教
学
の
継
承
と
社
会
へ
の
普
及
に
努
め
た
。

ま
た
、昨
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
「
宗
教
と
科
学
の
対
話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
。

宗
教
と
科
学
が
有
す
る
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
、
科
学
者
と
宗
教
学
者
が
、
研
究
と
実
証
実

験
の
二
部
門
に
分
か
れ
て
議
論
・
検
証
を
重
ね
て
き
た
。
本
年
度
は
両
部
門
が
高
野
山
に
集

結
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
・
実
験
成
果
を
確
認
す
る
場
が
設
け
ら
れ
た
。

更
に
、「
声
明
研
究
会
」
お
よ
び
「
巡
礼
遍
路
研
究
会
」
が
発
足
、
研
究
所
の
活
動
の
裾

野
が
広
が
っ
た
一
年
で
あ
っ
た
。

各
々
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

○「
宗
教
と
科
学
の
対
話
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連

【
研
究
部
門
：「
宗
教
と
科
学
の
対
話
」
研
究
会
】

※
趣
旨

宗
教
学
、
分
子
生
物
学
、
物
理
学
、
医
学
等
、
各
学
問
領
域
に
お
け
る
最
先
端
の
研

究
成
果
を
持
ち
寄
り
、
宗
教
と
科
学
が
有
す
る
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
議
論
を
す
る

研
究
会
。

※
メ
ン
バ
ー

中
村　

本
然	

（
本
学
文
学
部
教
授
・
研
究
所
長
）

棚
次　

正
和	

（
京
都
府
立
医
科
大
学
教
授
・
本
学
客
員
教
授
）

奥　
　

健
夫	

（
滋
賀
県
立
大
学
教
授
・
本
学
客
員
教
授
）

鮎
澤　
　

聡	

（
筑
波
技
術
大
学
准
教
授
・
本
学
客
員
教
授
）

川
田　
　

薫	

（
川
田
研
究
所
所
長
・
本
学
客
員
教
授
）

室
寺　

義
仁	

（
滋
賀
医
科
大
学
教
授
）

生
井　

智
紹	

（
本
学
名
誉
教
授
）

森　
　

勇
介	

（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）

中
村　

泰
治	

（
昭
和
大
学
名
誉
教
授
）

※
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

村
上　

和
雄	

（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
、
公
益
財
団
法
人
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ

研
究
所
長
）

※
定
例
研
究
会
開
催

第
8
回
5
月
25
日（
日
）　

於
：
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

生
井　

智
紹
：
宗
教
と
科
学
の
対
話
に
向
け
て

第
9
回
9
月
28
日（
日
）　

於
：
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

中
村　

本
然
：
デ
ィ
ー
パ
ッ
ク
・
チ
ョ
プ
ラ
著
『
ス
ー
パ
ー
ブ
レ
イ
ン
』
報
告

第
10
回
11
月
23
日（
日
）　

於
：
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

長
谷
川　

晃
：
老
子
と
現
代
物
理
学
の
対
話
─
21
世
紀
の
哲
学
を
求
め
て
─

第
11
回
1
月
25
日（
日
）　

於
：
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

森　
　

勇
介
：
弘
法
大
師
に
学
ぶ
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

第
12
回
3
月
22
日（
日
）　

於
：
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

中
村　

泰
治
：
人
間
は
す
ば
ら
し
い
も
の
・
尊
い
も
の

【
実
証
部
門
：「
い
の
ち
と
遺
伝
子
」
研
究
会
】

※
趣
旨

祈
り
や
瞑
想
が
遺
伝
子
に
も
た
ら
す
変
化
の
研
究
。「
護
摩
行
が
身
心
に
及
ぼ
す
影
響

の
作
用
機
序
と
分
子
基
盤
の
解
明
」
を
目
的
と
し
た
科
学
臨
床
デ
ー
タ
の
収
集
。

※
メ
ン
バ
ー

村
上　

和
雄	

（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
、
公
益
財
団
法
人
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ

研
究
所
長
）

鮎
澤　
　

聡	

（
筑
波
技
術
大
学
准
教
授
・
本
学
客
員
教
授
）

大
西　

淳
之	

（
東
京
家
政
大
学
准
教
授
）

堀　
　

美
代	

（
公
益
財
団
法
人
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ
研
究
所
研
究
員
）

坂
本　

成
子	

（
公
益
財
団
法
人
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ
研
究
所
研
究
員
）

大
西
英
理
子	
（
公
益
財
団
法
人
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ
研
究
所
研
究
員
）
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笹
岡　

知
子	

（
筑
波
技
術
大
学
助
教
）

松
村　

益
子	

（
医
療
法
人
財
団
謙
仁
会
亀
有
病
院
顧
問
）

棚
次　

正
和	

（
京
都
府
立
医
科
大
学
教
授
・
本
学
客
員
教
授
）

中
村　

本
然	

（
本
学
文
学
部
教
授
・
研
究
所
長
）

※
実
証
実
験
実
施

第
2
回
6
月
8
日（
日
）　

於
：
横
浜
市
弘
明
寺

【
高
野
山
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　

─
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
宗
教
と
科
学
の
対
話
」
と
「
い
の
ち
と
遺

伝
子
」
研
究
会
の
交
流
会
─
】

※
日
時
・
場
所

平
成
26
年
7
月
6
日（
日
）　

9
時
30
分
～
16
時　

於
：
本
学
第
三
会
議
室

※
参
加
者

「
宗
教
と
科
学
の
対
話
」
研
究
会
お
よ
び
「
い
の
ち
と
遺
伝
子
」
研
究
会
メ
ン
バ
ー
（
前
述
）。

メ
ン
バ
ー
以
外
の
主
な
参
加
者
は
次
の
と
お
り
。

長
谷
川　

晃	

（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

池
脇　

美
和	

（
横
浜
市
立
み
な
と
赤
十
字
病
院
看
護
看
護
師
長
）

添
田　

隆
昭	

（
高
野
山
真
言
宗
宗
務
総
長
）

藤
田　

光
寛	

（
本
学
学
長
）

和
田　

友
伸	

（
本
学
園
事
務
局
長
）

【
映
画
「
祈
り
」
サ
ム
シ
ン
グ
グ
レ
ー
ト
と
の
対
話　

高
野
山
上
映
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～

祈
り
と
病
苦
～
】

真
言
宗
病
苦
研
究
会
主
催
行
事
の
後
援
。

※
日
時

平
成
26
年
11
月
15
日（
土
）　

於
：
本
学
松
下
講
堂
黎
明
館

※
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
～

白
鳥　

哲
（
声
優
／
俳
優
／
映
画
監
督
）

添
田　

隆
昭
（
高
野
山
真
言
宗
宗
務
総
長
）

中
村　

本
然
（
密
教
文
化
研
究
所
所
長
）

小
池　

弘
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
統
合
医
療
塾
理
事
）

○
密
教
文
化
研
究
所
研
究
会

【
定
例
研
究
会
】

第
1
回
7
月
2
日（
水
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

北
川　

真
寛
：	（｢

『
中
壇
・
自
行
略
次
第
』
に
つ
い
て｣

）

第
2
回
7
月
30
日（
水
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

井
上
ウ
ィ
マ
ラ
・
柴
谷
宗
叔
：「
ケ
ア
の
循
環
と
い
う
視
点
か
ら
み
た
密
教
と
巡
礼
」

吉
田　
　

唯
：	「
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
の
神
道
書
に
つ
い
て
」

第
3
回
9
月
29
日（
月
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

室
寺　

義
仁
：	「「
無
心
」
と
「
唯
心
」
―
「
無
心
」
の
心
か
ら
心
を
捉
え
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
教

義
解
釈
の
思
潮
と
「
唯
心
」
な
る
大
悲
の
心
を
立
て
る
大
乗
経
の
思
潮
―　

第
4
回
10
月
29
日（
水
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

瀬
岡　

吉
彦 

：	『
大
日
経
』
の
構
造
―
瑜
伽
行
と
慈
悲
行

ア
ー
ロ
ン
・
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト 

：
東
ア
ジ
ア
の
秘
密
蔵
に
お
け
る
浄
土
教

第
5
回
11
月
19
日（
水
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

静　
　

春
樹
：	

マ
イ
ト
リ
パ
の
僧
院
追
放
と
ア
テ
ィ
シ
ャ

第
6
回
12
月
10
日（
水
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

鈴
木　

晋
怜
：	

子
弟
養
成
に
お
け
る
宗
教
的
情
操
教
育
の
あ
り
方

八
木　

高
秀 

：	

精
神
医
学
的
視
点
で
俯
瞰
し
た
空
海
の
生
涯
―
空
海
の
病
跡
（
双
極
性
障

害
と
の
関
連
）

第
7
回
12
月
17
日（
水
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

森
本　

一
彦 

：	

高
野
山
に
お
け
る
人
の
移
動
―
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
を
中
心
と
し
て

第
8
回
1
月
28
日（
水
）　

於
：
密
教
文
化
研
究
所
会
議
室

森
崎　

雅
好 

：	

自
死
遺
族
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

【
特
別
研
究
会
（
受
託
研
究
員　

帰
国
報
告
会
）】

5
月
20
日（
火
）
於
：
本
学
第
三
会
議
室

神
田　

英
昭
：	

日
本
を
離
れ
て
タ
イ
で
仏
教
を
考
え
る
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○
南
山
教
学
研
究
会

【
研
究
会
】

第
6
回
3
月
14
日（
金
）
於
：
密
教
文
化
研
究
所
会
議
室

小
田　

龍
哉
・
高
柳　

健
太
郎
：「
自
性
身
随
縁
化
他
」
に
つ
い
て

第
7
回
5
月
23
日（
金
）
於
：
密
教
文
化
研
究
所
会
議
室

土
居　

夏
樹
：	

凡
聖
六
大

第
8
回
7
月
17
日（
木
）
於
：
密
教
文
化
研
究
所
会
議
室

北
川　

真
寛
：	

五
仏
心
王

第
9
回
10
月
17
日（
金
）
於
：
密
教
文
化
研
究
所
会
議
室

平
賀
由
美
子
：	

十
地
仏
果

第
10
回
２
月
26
日（
木
）
於
：
密
教
文
化
研
究
所
会
議
室

平
賀
由
美
子
：
十
地
仏
果
（
第
２
回
）

【
主
催
講
演
会
】

第
1
回
6
月
6
日（
金
）
於
：
高
野
山
霊
宝
館 

迎
賓
館

山
陰
加
春
夫	

（
高
野
山
霊
宝
館
副
館
長
・
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）：
中
世
高
野
山
の
文

書
・
帳
簿
保
管
シ
ス
テ
ム

第
2
回
6
月
26
日（
木
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

坎　
　

宥
行	

（
金
剛
峯
寺
伽
藍
維
那
・
宝
善
院
住
職
）：
高
野
山
の
論
義
に
つ
い
て

○
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
か
ら
学
ぶ
連
続
講
座

第
1
回　

5
月
28
日（
水
）
於
：
本
学 

第
二
会
議
室

西
條　

剛
央	

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
専
門
職
学
位
課
程
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
専
任

講
師
）

	

「
復
興
支
援
に
お
け
る
組
織
作
り
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
に
つ
い
て
」

第
2
回　

6
月
4
日（
水
）
於
：
本
学 

第
二
会
議
室

稲
場　

圭
信	

（
大
阪
大
学
人
間
科
学
研
究
科 

准
教
授

	

「
災
害
救
援
マ
ッ
プ
の
作
成
か
ら
見
え
て
き
た
宗
教
の
可
能
性
」

第
3
回　

6
月
25
日（
水
）
於
：
本
学 

第
三
会
議
室

千
葉　
　

淳	

（
釜
石
市
在
住
）

	

「
遺
体
安
置
所
で
の
活
動
か
ら
今
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
へ
」
※
映
画
「
遺

体

−

明
日
へ
の
十
日
間
」
上
映
。

第
4
回　

7
月
23
日（
水
）
於
：
本
学 

第
二
会
議
室

尾
崎
真
奈
美	

（
相
模
女
子
大
学
人
間
心
理
学
科　

准
教
授
）

	

「
3
．11
の
Ｐ
Ｔ
Ｇ
（
心
的
外
傷
後
の
成
長
）
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

な
成
長
」

第
5
回　

9
月
24
日（
水
）
於
：
本
学 

第
二
会
議
室

白
川
美
也
子	

（
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ 

光
の
花
ク
リ
ニ
ッ
ク　

院
長
）　

	

「
虐
待
を
生
き
延
び
る
と
い
う
こ
と
」

第
6
回　

10
月
22
日（
水
）
於
：
本
学 

第
二
会
議
室

大
井　
　

玄	

（
東
京
大
学　

名
誉
教
授
）

	

「
看
取
り
の
現
場
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
：
密
教
・
仏
教
を
社
会
で
生
か

す
た
め
に
」

第
7
回　

11
月
26
日（
水
）
於
：
本
学 

第
二
会
議
室

鈴
木　

岩
弓	

（
東
北
大
学
文
学
部
・
同
大
学
院
文
学
研
究
科　

教
授
）

	

「
東
日
本
大
震
災
と
臨
床
宗
教
師
」

○
南
山
進
流
　
声
明
研
究
会
　（
平
成
二
十
六
年
十
月
発
足
）

【
趣
旨
】

南
山
進
流
の
実
修
お
よ
び
歴
史
・
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
教
学
的
裏
付
け
・
位
置
づ
け
を

学
び
、
後
世
に
伝
承
す
る
。

【
能
化
】　

宮
田
永
明
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
高
野
山
総
持
院
上
綱
・
南
山
進
流
声
明
の
東
南
院
流
相

承
者
）

【
会
員
数
】　

十
四
名

【
研
究
会
開
催
】

毎
月
二
回
の
開
催
を
原
則
と
す
る
。



密
教
文
化
研
究
所
構
成
員
名
簿
（
平
成
27
年
2
月
現
在
）

○
所
長 

中
村 

本
然	

（
本
学
文
学
部
教
授
）

○
研
究
所
顧
問

松
長 

有
慶	

（
高
野
山
真
言
宗
総
本
山
金
剛
峯
寺
第
４ 

１ 

２ 

世
座
主
・
高
野
山
真

言
宗
前
管
長
）

○
特
別
招
聘
顧
問 

村
上 

和
雄	

（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
公
益
財
団
法
人　

国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ

オ
研
究
所
長
）

○
客
員
教
授

鮎
澤 　

聡	

（
筑
波
技
術
大
学
准
教
授
）

小
川 

哲
生	

（
大
阪
大
学
教
授
）

奥　

 

健
夫	

（
滋
賀
県
立
大
学
教
授
）

川
田 　

薫	

（
川
田
研
究
所
所
長
）

棚
次 

正
和	

（
京
都
府
立
医
科
大
学
教
授
）

森　

 

勇
介	

（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）

○
委
託
研
究
員

静　

 

春
樹	

（
本
学
非
常
勤
講
師
）

鈴
木 

晋
怜	

（
智
山
伝
法
院
常
勤
教
授
）

中
村 

泰
治	

（
昭
和
大
学
名
誉
教
授
）

生
井 

智
紹	

（
本
学
名
誉
教
授
）

日
野
西 

眞
定
（
本
学
名
誉
教
授
）

室
寺 

義
仁	

（
滋
賀
医
科
大
学
教
授
）

森　

 
雅
秀	

（
金
沢
大
学
教
授
）
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○
巡
礼
遍
路
研
究
会
（
平
成
26
年
9
月
発
足
）

【
趣
旨
】

四
国
八
十
八
ヶ
所
、
西
国
三
十
三
所
等
、
日
本
国
内
な
ら
び
に
世
界
各
地
の
巡
礼
に
関
す

る
研
究
・
成
果
発
表
を
行
う
と
共
に
、
会
員
相
互
の
懇
親
を
図
る
。

【
役
員
】

名
誉
会
長
：
日
野
西　

眞
定
（
本
学
名
誉
教
授
）

会　
　

長
：
中
村　

本
然
（
本
学
教
授
、
密
教
文
化
研
究
所
所
長
）

事
務
局
長
：
柴
谷　

宗
叔
（
密
教
文
化
研
究
所
研
究
員
）

【
会
員
数
】

１
４
２
名
（
12
月
31
日
時
点
）

【
第
一
回
研
究
発
表
会
開
催
】

平
成
26
年
11
月
24
日
（
月
、
振
替
休
日
）　

於
：
本
学
第
三
会
議
室

※
記
念
講
演

吉
川　

俊
宏	

（
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
会
会
長
、
四
国
霊
場
第
五
十
二
番
太
山
寺　

住
職
）

	

「
四
国
霊
場
開
創
千
二
百
年
」

※
研
究
発
表

石
坂
朋
久
：
豊
島
八
十
八
ケ
所
か
ら
見
た
首
都
圏
写
し
霊
場
の
実
情
と
課
題

角
川
博
泉
：
澄
禅
の
『
四
国
遍
路
日
記
』
を
研
究
し
て
歩
く

鬼
頭
尚
義
：
聖
地
巡
礼
と
「
聖
地
」
巡
礼
―
信
仰
と
文
芸
の
狭
間

○
中
野
義
照
博
士
奨
学
金
　

高
野
山
大
学
で
は
密
教
文
化
研
究
所
初
代
所
長
中
野
義
照
博
士
の
業
績
を
顕
彰
す
る
た

め
、
平
成
12
年
か
ら
「
中
野
義
照
博
士
奨
学
金
」
を
設
け
て
い
る
。
平
成
26
年
度
は
二
件

の
申
請
が
あ
り
、
第
二
回
密
教
文
化
研
究
所
協
議
会
に
お
い
て
選
考
の
結
果
、
次
の
一
件

を
採
択
し
た
。

　

大
柴　

清
圓
： 『
三
教
指
帰
』
校
訂
研
究



○
専
従
研
究
所
員

ト
ー
マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
（
本
学
文
学
部
准
教
授
）

土
居 
夏
樹 	
（
本
学
文
学
部
助
教
）

○
兼
任
研
究
所
員

藤
吉 

圭
二	

（
本
学
文
学
部
教
授
）

井
上 

ウ
ィ
マ
ラ
（
本
学
文
学
部
教
授
）

佐
藤 

隆
彦	

（
本
学
文
学
部
教
授
）

下
西　

 

忠	

（
本
学
文
学
部
教
授
）

野
田　

 

悟	

（
本
学
文
学
部
助
教
）

森
崎 

雅
好	

（
本
学
文
学
部
助
教
）

○
専
任
研
究
員

北
川 

真
寬	

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了 
博
士
〈
密
教
学
〉） 　

○
受
託
研
究
員

ア
ー
ロ
ン
・
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
（
ミ
シ
ガ
ン
大
学
大
学
院
生
・
大
谷
大
学
研
修
員
）

池
田 

英
司	

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）

池
田 

一
城	

（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
博
士
課
程
・
高
野
町
教
育
委
員
会
文
化
財
専

門
員
）

石
部 

道
明	

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）

上
野 

康
弘	

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）

大
柴 

清
圓	

（
中
国
国
立
中
山
大
学
中
国
語
言
文
学
系
古
文
字
学
専
攻
博
士
課
程
修

了　

博
士
〈
文
学
〉）

岡
田 

英
作	

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文
献
文
化
学
専
攻
仏
教
学
専
修
博
士

課
程
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
）

神
田 

英
昭	

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）

坂
口 

太
郎	

（
近
畿
大
学
・
京
都
造
形
大
学
非
常
勤
講
師
）

柴
谷 

宗
叔	

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了　

博
士
〈
密
教
学
〉）

瀬
岡 

吉
彦	

（
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授 

経
済
学
博
士
、
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課

程
単
位
取
得
退
学
）

辻
村 

優
英	

（
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
附
属
企
業
資
料
総
合
セ
ン
タ
ー
助
教
・

博
士
〈
人
間
・
環
境
学
〉）

德
重 

弘
志	

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了　

博
士
〈
密
教
学
〉）

中
谷 

征
充	

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了　

博
士
〈
密
教
学
〉）

沼
野 

直
子
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）

野
口 

博
司	

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学　

本
学
非
常
勤
講
師
）

平
賀 

由
美
子
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）

渕
田 

雲
渓	

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学　

本
学
非
常
勤
講
師
）

前
田 

禮
子	

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）

森
本 

一
彦	

（
本
学
非
常
勤
講
師
・
博
士
〈
学
術
〉）

八
木 

高
秀	

（
近
畿
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
修
了　

博
士
〈
医
学
〉、
本
学
大
学
院

文
学
研
究
科
修
士
課
程
通
信
教
育
課
程
修
了
）

吉
田　

 

唯	

（
兵
庫
大
学
短
期
大
学
部
非
常
勤
講
師　

博
士
〈
文
学
〉）

吉
見 　

博	

（
國
學
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
）

趙　

 

新
玲	

（
中
国
陝
西
師
範
大
学
宗
教
研
究
セ
ン
タ
ー
大
学
院
生
）

○
研
究
所
事
務
室

野
田 

祐
治

木
下 

浩
良

木
野
村 

由
季

山
下 

良
子
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『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会
規
程

第
１
条	
密
教
文
化
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と
い
う
。）
に
、『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』（
以

下
「
紀
要
」
と
い
う
。）
編
集
委
員
会
（
以
下
「
編
集
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
。

第
２
条	

編
集
委
員
会
は
、
次
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

	

（
１
） 

研
究
所
長

	

（
２
） 

専
従
研
究
所
員

	

（
３
）「
紀
要
」
編
集
担
当
者

　
　

２	

編
集
委
員
長
は
研
究
所
長
が
こ
れ
に
当
た
る
。
研
究
所
事
務
室
長
は
、
幹
事
と
し

て
編
集
委
員
会
の
事
務
を
処
理
す
る
。

第
３
条	

編
集
委
員
会
は
研
究
所
長
が
招
集
し
、そ
の
議
長
と
な
る
。
議
長
に
事
故
あ
る
時
は
、

互
選
に
よ
っ
て
議
長
を
選
出
す
る
。

第
４
条	

編
集
委
員
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
し
、
研
究
所
協
議
会
に
報
告
す
る
。

	

（
１
）「
紀
要
」
に
寄
稿
さ
れ
た
原
稿
の
掲
載
の
可
否
お
よ
び
掲
載
の
時
期
の
決
定
。

	

（
２
）「
紀
要
」
寄
稿
者
へ
の
補
筆
お
よ
び
修
正
の
要
請
。

第
５
条	

委
員
の
任
期
は
１
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
６
条	

こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
研
究
所
協
議
会
の
議
を
経
て
、
研
究
所
長
が
決
定
す
る
。

　

附　

則

　
　

こ
の
規
程
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

附　

則

　
　

こ
の
規
程
は
、
平
成
14
年
５
月
22
日
か
ら
施
行
す
る

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
寄
稿
規
程

第
１
条	

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』（
以
下
「
紀
要
」
と
い
う
。）
は
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア

地
域
な
ど
に
お
け
る
密
教
の
思
想
と
文
化
に
関
す
る
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、

研
究
資
料
、
書
評
な
ど
を
掲
載
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
密
教
文
化
の
研
究
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
２
条	

 「
紀
要
」
に
寄
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

	

（
１
）
研
究
所
長

	

（
２
）
研
究
所
員

	

（
３
）
研
究
員

	

（
４
）
編
集
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
者

第
３
条	

原
稿
は
、
原
則
と
し
て
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
70
枚
以
内
と
す
る
。

第
４
条	

原
稿
は
完
全
原
稿
と
す
る
。
執
筆
者
校
正
は
再
校
ま
で
と
し
、
校
正
時
の
大
幅
な

改
変
・
追
加
等
は
認
め
な
い
。

第
５
条	

寄
稿
さ
れ
た
原
稿
は
、
査
読
委
員
会
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員
会
が
掲
載
の
可

否
お
よ
び
掲
載
の
時
期
を
決
定
す
る
。
ま
た
、
編
集
委
員
会
は
、
寄
稿
者
に
補
筆

お
よ
び
修
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
６
条	

原
稿
料
の
支
払
い
、
掲
載
料
の
徴
収
は
行
な
わ
な
い
。

第
７
条	

寄
稿
者
に
は
、
掲
載
誌
２
部
お
よ
び
抜
刷
３
０
部
を
贈
呈
し
、
そ
の
経
費
は
研
究

所
が
負
担
す
る
。

附 

則

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
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編
集
後
記

○『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
八
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

七
人
の
研
究
員
・
研
究
所
員
に
よ
る
多
彩
な
論
考
は
、
本
年
度
の
密
教
文
化
研
究
所
の
研

究
成
果
の
一
端
を
飾
る
も
の
で
す
。
読
者
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
本
年
度
は
、
研
究
所
研
究
会
お
よ
び
南
山
教
学
研
究
会
等
の
研
究
会
に
加
え
、
新
規
に

「
声
明
研
究
会
」「
巡
礼
遍
路
研
究
会
」
の
二
つ
が
立
ち
上
が
り
、
教
学
の
継
承
と
発
展
に

向
け
て
一
歩
前
進
し
た
一
年
と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
宗
教
と
科
学
の
対
話
」

を
テ
ー
マ
に
、
宗
教
学
者
と
科
学
者
が
研
究
お
よ
び
実
験
の
成
果
を
持
ち
寄
り
一
同
に
会

し
た
「
高
野
山
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
、
更
に
、
祈
り
の
効
果
を
科
学
的
な
視
点
か
ら

考
察
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
祈
り
』
高
野
山
上
映
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

（
主
催
・
真
言
宗
病
苦
研
究
会
）。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
仏
教
・
密
教
を
は
じ
め
と

す
る
宗
教
が
、
複
雑
化
す
る
現
代
社
会
の
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て
重
要
な
役
割
を
担
う

こ
と
を
、
科
学
の
立
場
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
「
宗
教
と
科
学
の
対
話
」
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
上
和
雄
先
生
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）
率
い
る
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ
研
究
所
様

の
研
究
協
力
と
、
大
阪
市
の
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
・
株
式
会
社
フ
ジ
キ
ン
様
か
ら
小
川
修

平
前
会
長
の
遺
志
金
の
御
寄
付
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

○
昨
年
度
か
ら
、「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
か
ら
学
ぶ
連
続
講
座
」
を
継
続
開
催
、

斯
界
の
第
一
線
で
ご
活
躍
の
講
師
陣
を
迎
え
、
僧
侶
や
研
究
者
か
ら
一
般
の
方
ま
で
、
年

間
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
い
、
突
然
の
悲
劇
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
を
共

に
考
え
て
参
り
ま
し
た
。
本
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
年
の
節
目
の
年
で
も
あ

執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

吉
田
　
唯	

　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

ト
ー
マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン　

　

本
学
准
教
授
・
密
教
文
化
研
究
所
専
従
研
究
所
員

静
　
春
樹　

　

本
学
非
常
勤
講
師
・
密
教
文
化
研
究
所
委
託
研
究
員

　
大
柴
清
圓　

　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

　
岡
田
英
作　

　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

辻
村
優
英　

　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

　
　德

重
弘
志　

　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員



高野山大学密教文化研究所紀要　第 28 号　42

り
ま
す
。
今
後
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
お
よ
び
首
都
直
下
地
震
等
の
発
生
も
危
惧
さ
れ
て
お

り
、
物
心
両
面
に
お
け
る
災
害
時
ケ
ア
の
必
要
性
は
従
来
以
上
に
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

本
講
座
で
学
ん
だ
知
識
や
問
題
意
識
を
当
研
究
所
の
活
動
に
反
映
し
、
よ
り
よ
い
形
で
社

会
に
還
元
で
き
る
よ
う
、
鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
野
山
真
言
宗
東
日
本
大
震
災
災
害
対
策
本
部
の
ご

後
援
を
い
た
だ
き
、
本
宗
団
か
ら
六
十
万
円
も
の
貴
重
な
浄
財
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
も
、

こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

○
本
年
は
、
高
野
山
開
創
千
二
百
年
の
記
念
の
年
で
す
。
当
研
究
所
と
し
ま
し
て
も
、「
温

故
知
新
」
を
合
言
葉
に
、
弘
法
大
師
の
思
想
・
密
教
の
思
想
を
初
心
に
立
ち
返
っ
て
学
ぶ

と
共
に
、
研
究
成
果
を
広
く
社
会
へ
発
信
す
る
一
年
と
す
る
べ
く
、
所
長
以
下
、
研
究
員
・

研
究
所
員
・
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
密
教
文
化
研
究
所
の
活
動
に
お
力
添
え
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
野
田
）

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
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